
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：尻無川水系総合防災工事
�２ 発 注 者：愛媛県
�３ 工事場所：愛媛県新居浜市
�４ 工 期：平成２３年３月１５日～

平成２３年１１月１１日
本工事は、新居浜市の中央部を流れる尻無川の
護岸を環境保全ブロックで改修し、台風時等の洪
水を防止する工事で、工事延長約１２０ｍの両側護
岸の改修工事です。

図－１ 標準断面図
尻無川は河床計画幅 B＝６．７ｍ・護岸高 H＝
５ｍの小規模な河川です。
着工前の状況は図－２に示すとおり両岸の護岸
ブロックが高水位より低い状態で、大雨の時は護
岸が決壊し、たびたび洪水になっていたというこ
とです。この両岸のブロックを上部まで積み上げ
洪水に対応するのが今回の主な工事目的です。

２．現場における問題点

この河川は、通常時（小雨時を含む）であれば
ほとんど水の流れていない川ですが、降雨時（降
雨強度１０mm程度以上）は、図－３に示すように
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図－２ 着工前状況写真

図－３ 降雨時状況写真
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河床全体に水が流れる状況になります。
本工事は、４月からの農業用水使用時期、６月の
梅雨時期、７～１０月の台風時期を含む工期でした。
渇水時期であれば問題の少ない工事ですが、今
回の工事期間中はほとんど水との戦いでした。
①農業用水の関係で４日に１回通水がある。
②大雨時は仮設進入路を含め河川内の資機材を撤
去しなければならない。
③突然の豪雨（ゲリラ豪雨）への対応
上記のような問題があり、それぞれに対して検
討し、対策を行いました。
その結果を報告します。

３．工夫・改善点と適用結果

上記の問題点について、社内で検討会を開き対
応を検討しました。
その結果下記のような点について改善を行い施
工を進めました。
①農業用水については、水量が少なかったので、
施工箇所の対面護岸に瀬替えを行うことで、対
応しました。
②大雨時（台風等）については、事前にある程度
予測ができるので、工程をあわせることで対応
しました。
③ゲリラ豪雨については当初何度も痛い目に遭い
ましたが、下記のような方法で対応しました。
・豪雨時の通水断面（河床より１ｍ程度）につい
ての施工を優先させ、降雨時において未施工箇所
を水が流れないように工程を調整しました。

・流速を低減するため、仮設の護床ブロックを設
置し、上流部の護岸の洗掘を防止しました。（図
－４、５参照）
この仮設護床工は最終まで残し、無事上流部の
施工が完了しました。
この対策において、考慮した点は
a）上流部の河床が流れないように仮設位置と大
きさを決める。
b）既存の資材を利用し、コストパフォーマンス
を高める。
c）どの段階で仮設を行うか。
上記について検討し、計画を決定しました。
施工は、護岸上よりレッカーにて資材を釣り込
み設置していきました。
まず、上流の方塊ブロックを設置し上流の河床
を押さえました。次に下流の十字ブロックを設置
し、河床が洗掘されないように対策を行いました。
この結果、台風時の豪雨においても河床が守ら
れ、護岸の洗掘が起きることなく、無事竣工を迎
えました。
この仮設護床工は、竣工後も残し上流部の次期
工事において、利用できるようにしております。

４．おわりに

降雨対策（特に台風・ゲリラ豪雨）の方法はい
ろいろあると思いますが、今回の河川のような小
規模断面においては、全幅での対応が必要のため、
今回のような計画が効果的と考えます。河川改修
工事においては、水の問題さえクリアできれば、
ほとんどの問題は解決できると思います。
今回の工事では、台風の影響による豪雨が３回
ゲリラ豪雨が４回、計７回の大水がありました。
そのたびに、対策を検討し改善していきました。
大事なことは、常に現場を確認し、対策を考え
よりベターな計画を立てていくことだと思います。図－４ 仮設護床工状況写真

図－５ 仮設護床工縦断図
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